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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
さ
ま
に
は
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
美
里

町
で
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
、

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
ホ
ー
ル
宮
城
で

の
芸
術
祭
絵
画
受

賞
者
展
、
カ
メ
イ

美
術
館
で
の
「
選

ば
れ
し
作
品
の
軌

跡
」展
な
ど
は「
愛

す
る
郷
土
の
芸
術

文
化
の
興
隆
の
た

め
の
奉
仕
者
と
な

る
」
と
宣
言
し
た

芸
協
創
立
精
神
に

基
づ
く
活
動
そ
の

も
の
で
、
そ
れ
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ

た
年
で
も
あ
っ
た

と
言
え
ま
す
。

　

ま
た
、
第
53
回

芸
術
祭
の
巡
回
展

で
は
、
富
谷
市
の

市
制
移
行
を
記
念

し
て
、
絵
画
・
書

道
展
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
展
示
会
場
の
成
田
公
民

館
で
は
、
当
協
会
会
員
に
よ
る
茶
会

や
コ
ン
サ
ー
ト
も
実
施
し
、
多
く
の

小
学
生
、
市
民
に
茶
会
の
体
験
と
臨

場
感
溢
れ
る
音
楽
を
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
し
た
。
当
協
会
の
存
在
を
大
い

に
ア
ピ
ー
ル
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、賛
助
会
員
と
し
て
65
団
体
、

８
個
人
の
方
々
に
入
会
し
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
こ
の
１
年
の
特
筆
す
べ

き
出
来
事
で
あ
り

ま
す
。
表
彰
式
の

祝
宴
で
は
、
出
席

し
た
賛
助
会
員
を

紹
介
し
、
芸
術
祭

の
成
功
を
共
に
喜

び
合
い
ま
し
た
。

　

当
協
会
の
活
動

が
認
め
ら
れ
、
支

援
さ
れ
続
け
る
た

め
に
は
、
こ
れ
ら

の
方
々
の
琴
線
に

触
れ
る
魅
力
あ
る

活
動
を
継
続
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
言
を
待

ち
ま
せ
ん
。
年
頭

に
あ
た
り
、
宮
城

の
芸
術
文
化
振
興

の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
、
賛
助
会
員

と
の
連
携
を
さ
ら

に
強
化
し
な
が
ら

地
域
貢
献
に
注
力
し
て
い
く
覚
悟
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
の
皆
さ
ま
の
さ
ら

な
る
ご
活
躍
と
ご
多
幸
を
祈
念
申
し

上
げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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平
成
28
年
９
月
23
日
に
開
幕
し
た

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、
各
事
業

が
成
果
を
挙
げ
な
が
ら
順
調
に
進

み
、
こ
れ
ま
で
終
了
し
た
事
業
を
対

象
に
、
11
月
24
日
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ

ポ
リ
タ
ン
仙
台
で
表
彰
式
を
行
っ

た
。
表
彰
式
に
は
各
賞
の
受
賞
者
を

は
じ
め
、
来
賓
、
芸
術
祭
関
係
者
な

ど
２
６
４
人
が
参
加
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
、
芸
術
祭
会
長

の
大
場
尚
文
宮
城
県
芸
術
協
会
理
事

長
が
あ
い
さ
つ
。「
芸
術
祭
は
こ
れ

ま
で
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り
、
幅
広

い
分
野
で
意
欲
的
な
活
動
を
し
て
き

た
。
芸
術
の
素
晴
ら
し
さ
は
経
済
効

果
な
ど
の
よ
う
に
数
値
で
表
す
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
近
年
、
芸
術
文
化

へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ
て
お
り
、

地
域
の
特
色
を
活
か
し
な
が
ら
、
伝

統
文
化
を
継
承
さ
せ
、
社
会
的
う
ね

り
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

　

引
き
続
き
主
催
団
体
を
代
表
し

て
、
芸
術
祭
名
誉
会
長
・
一
力
雅
彦

河
北
新
報
社
代
表
取
締
役
社
長
（
代

理
）
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
主
催
七

団
体
代
表
者
と
来
賓
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
受
賞
者
66
人
の
表
彰
が
行
わ

れ
、
賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
宮
城
県
芸
術
協
会
功
績
者
14

人
の
表
彰
も
あ
り
、
大
場
理
事
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

　

続
い
て
宮
城
県
文
化
の
日
表
彰

（
教
育
文
化
功
労
）
の
３
人
が
紹

介
さ
れ
、
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

祝
宴
は
、
公
益
財
団
法
人
カ
メ
イ

社
会
教
育
振
興
財
団
事
務
局
長
今
西

晃
一
氏
の
乾
杯
の
発
声
で
開
宴
。
今

年
度
、多
く
の
加
入
が
あ
っ
た
団
体
・

個
人
の
賛
助
会
員
が
特
に
紹
介
さ
れ

第53回宮城県芸術祭来場者数
事　　業　　名 入場者数

開会式 82
華道展 2,841
写真展・写真公募展 2,752
絵画展（公募の部） 2,533
彫刻展・彫刻公募展 2,533
絵画展（会員展） 8,510
書道展 3,862
工芸展 1,655
ピアノコンクールガラコンサート 347
文学散歩 36
音楽会 508
長唄演奏会 200
茶会 3,784
文芸祭 150
絵画・書道展富谷展 779
表彰式 264

参 加 行 事
事　　業　　名 入場者数

第60回仙台三曲協会定期演奏会 411
第47回洋舞公演 950

る
な
ど
、
受
賞
者
を
中
心
に
部
門
を

超
え
て
の
交
流
が
深
ま
り
、
華
や
か

で
有
益
な
２
時
間
と
な
っ
た
。

　

第
53
回
芸
術
祭
の
表
彰
式
後
の
予

定
と
し
て
は
、
７
月
か
ら
始
ま
っ
た

写
真
セ
ミ
ナ
ー
５
回
シ
リ
ー
ズ
の
５

回
目
が
12
月
８
日
（
木
）
に
行
わ
れ
、

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
予
選
が
２
月
11

日
（
土
）
に
予
定
さ
れ
て
お
り
、
今

年
度
の
芸
術
祭
が
す
べ
て
終
了
す
る

の
は
３
月
19
日
（
日
）
の
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
本
選
と
な
る
。

　

11
月
24
日
に
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
仙
台
で
行
わ
れ
た
、
第
53
回
宮

城
県
芸
術
祭
表
彰
式
で
は
、
併
せ
て

長
年
に
わ
た
り
当
協
会
に
寄
与
し
た

会
員
へ
の
功
績
者
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
洋
楽
部

１
人
、
邦
楽
部
２
人
、
茶
道
部
11
人

の
14
人
で
、
大
場
理
事
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
た
。
受
賞
者

は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

［
洋
楽
部
］
渡
部
勝
彦

［
邦
楽
部
］
佐
藤
佳
世
子
・
鎌
田
佐

美
音
（
三
曲
）

［
茶
道
部
］
秋
田
宗
優
・
佐
藤
宗
秀

（
裏
千
家
）、
福
井
宗
美
（
江
戸
千

家
）、
中
野
清
祥
・
平
井
昌
泉
（
煎

茶
三
彩
流
）、
奥
山
南
仁
・
濱
田
南

信（
織
田
流
煎
茶
道
）、松
田
晋
礼（
玉

川
遠
州
流
）、
芳
賀
静
仙
（
煎
茶
文

雅
静
庵
流
）、
齋
藤
守
保
（
武
者
小

路
千
家
）、
堀
越
純
功
（
煎
茶
道
清

泉
幽
茗
流
）

文
化
の
日
表
彰
は
三
会
員
に

　

宮
城
県
は
、
県
下
の
各
分
野
で
多

年
に
わ
た
り
県
勢
の
進
展
、
県
民
福

祉
の
増
進
，
芸
術
文
化
の
向
上
等
に

寄
与
し
た
個
人
や
団
体
を
毎
年
文
化

の
日
前
後
に
表
彰
し
て
い
る
。

　

平
成
28
年
は
，
11
月
8
日
に
東
京

エ
レ
ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
で
表
彰

式
が
行
わ
れ
た
。
当
協
会
か
ら
は
、

教
育
文
化
功
労
の
分
野
で
、
茶
道
部

の
鎌
田
宗
節
部
長
（
裏
千
家
）、
写

真
部
の
笹
川
義
信
元
部
長
、
文
芸
部

の
石
崎
径
子
会
員
（
俳
句
）
の
３
氏

が
受
賞
し
、
村
井
嘉
浩
宮
城
県
知
事

か
ら
表
彰
さ
れ
た
。

新
賛
助
会
員

（
個
人
）

◇
安
孫
子　

南
美　

様

私
は
芸
術
協
会
を

応
援
し
ま
す

受賞者・功績者80人を表彰
―第53回宮城県芸術祭表彰式―

　平成28年度の第53回宮城県芸術祭は、11月までに計画された各事
業を順調に実施し、11月24日、写真・彫刻・絵画・書道・工芸・文
芸の各分野の受賞者などを対象に表彰式を行った。
　また、受賞者表彰に併せて、芸術協会功績者表彰や県文化の日表
彰受賞者に対する記念品の贈呈も行われた。

大場理事長から表彰を受ける功績者

洋
楽
、邦
楽
、茶
道
の
14
人
に
功
績
者
表
彰
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文
化
庁
の
平
成
28
年
度
地
域
文
化
功
労
者
に
対
す
る
表
彰
式
が

昨
年
12
月
2
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
文
部
科
学
省
で
行
わ
れ
、
当

協
会
の
佐
久
間
晟
名
誉
会
員
（
文
芸
部
）
と
渡
辺
雄
彦
名
誉
会
員

（
絵
画
部
）
が
受
賞
し
た
。

　

地
域
文
化
功
労
者
表
彰
は
、
全
国
の
各
地
域
で
芸
術
文
化
の
振

興
、
文
化
財
の
保
護
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
を
対
象

に
１
９
８
３
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
は
芸
術
文
化

分
野
で
53
件
、
文
化
財
分
野
で
45
件
、
合
わ
せ
て
98
件
が
表
彰
さ

れ
た
。

　

新
年
を
迎
え
て
、
今
年
も
思
い
起

こ
し
た
歌
が
あ
る
。

　

何
と
な
く
、

　

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し
。

　

元
日
の
朝
、
晴
れ
て
風
無
し
。

と
い
う
石
川
啄
木
の
短
歌
（『
悲
し

き
玩
具
』）。
元
旦
が
快
晴
で
無
風

だ
っ
た
ら
、
啄
木
の
よ
う
な
心
情
に

な
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
に
し
ろ
六

年
前
の
大
震
災
は
、
つ
い
昨
日
の
よ

う
に
思
い
起
こ
さ
れ
る
し
、
昨
年
だ

け
で
も
熊
本
・
鳥
取
・
茨
城
の
大
地

震
、
ま
た
岩
手
豪
雨
や
糸
魚
川
大
火

な
ど
大
災
害
が

発
生
し
た
。
ほ

か
に
、
殺
害
、

い
じ
め
な
ど
の

問
題
も
多
発
。

世
界
は
テ
ロ
が

多
発
し
て
お
り
、
や
は
り
「
今
年
は

よ
い
事
あ
る
」
よ
う
に
、
願
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

　

も
っ
と
も
啄
木
の
場
合「
今
年
も
」

で
は
な
く
「
今
年
は
」
と
あ
る
の
は
、

こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
前
年
の
十
二
月

に
刊
行
し
た
『
一
握
の
砂
』
の
稿
料

も
得
て
い
た
し
、
勤
務
先
の
給
料
も

昇
級
、
賞
与
も
受
け
取
っ
て
い
た
か

ら
、
一
身
上
は
明
る
い
材
料
が
揃
っ

て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
う
し
た

心
情
が
こ
の
歌
に
な
っ
た
に
違
い
な

い
。
そ
の
せ
い
か
、
珍
し
く
正
月
の

短
歌
を
十
首
ほ
ど
も
詠
ん
で
い
る
。

た
だ
、

　

何
と
な
く
明
日
は
よ
き
事
あ
る
ご

と
く

　

思
ふ
心
を

　

叱
り
て
眠
る
。

と
い
う
歌
も
あ
り
、
よ
い
事
に
恵
ま

れ
な
か
っ
た
啄
木
の
自
制
心
も
偲
ば

れ
て
複
雑
で
あ
る
が
…
。

　

元
日
や
上
々
吉
の
浅
黄
空

と
詠
ん
だ
の
は
小
林
一
茶
。「
上
々

吉
」
は
こ
の
上
も
な
い
吉
だ
が
、
初

詣
で
を
し
た
神
社
な
ど
で
、
も
し
こ

の
上
々
吉
の
く
じ
を
引
い
た
り
し
た

ら
、や
は
り
「
今
年
は
よ
い
事
あ
る
」

と
思
い
た
い
。「
浅
黄
」
は
浅
葱
と

も
書
き
、
薄
い
藍
色
・
水
色
で
あ
る
。

元
日
、
空
が
水
色
に
晴
れ
た
の
で
あ

る
。

　

そ
れ
は
一
茶
に
と
っ
て
上
々
吉
。

い
や
、
一
茶
の
み
な
ら
ず
そ
の
地
に

住
む
人
々
に
と
っ
て
は
上
々
吉
だ
っ

た
に
違
い
な
い
。
な
に
し
ろ
雪
深
い

信
濃
（
長
野
）
で
あ
る
。
連
日
の
よ

う
に
空
か
ら
落
ち
る
雪
を
眺
め
て
い

る
人
々
に
は
、
薄
青
色
に
晴
れ
た
空

は
嬉
し
さ
ひ
と
し
お
だ
っ
た
で
あ
ろ

う
。
啄
木
の
歌
で
は
元
日
は
無
風
で

も
あ
っ
た
が
…
。

　

あ
た
ら
し
く
あ
ゆ
も
う

　

き
の
う
の
う
た
は
わ
す
れ
よ
う

　

し
か
し
な
が
ら

　

き
の
う
の
う
た
と
お
な
じ
よ
う
に

　

�

き
ょ
う
も
う
た
う
こ
と
を
お
そ
れ

は
す
ま
い

と
詠
っ
た
の
は
八
木
重
吉
。「
貧
し

き
も
の
の
歌
」五
連
の
中
の
一
連
で
、

元
日
を
詠
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
が
、

「
あ
た
ら
し
く
あ
ゆ
も
う
」
で
新
年

を
連
想
し
て
し

ま
う
。
十
九
歳

で
キ
リ
ス
ト
教

信
者
と
な
っ
た

重
吉
は
、
熱
烈

な
神
任
せ
人
生

を
送
り
な
が
ら
、
新
し
く
歩
も
う
と

決
意
す
る
。
昨
日
も
鮮
新
な
気
持
ち

で
う
た
っ
た
が
、
今
日
は
ま
た
昨
日

と
違
う
鮮
新
な
気
持
ち
で
う
た
お
う

と
詩
人
は
い
う
。
重
吉
の
う
た=

詩

は
、新
し
く
う
た
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
新
し
く
生
き
る
こ
と
で
も
あ

ろ
う
。

　

と
い
う
わ
け
で
、
今
年
の
元
日
が

晴
れ
て
無
風
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

新
し
く
歩
む
こ
と
で
、「
今
年
は
」

悪
い
事
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
望
む

し
だ
い
で
あ
る
。

　

佐
久
間
名
誉
会
員
は
「
永
年
に
わ

た
り
宮
城
県
芸
術
協
会
参
事
等
を
務

め
、
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
て

い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
歌
人

と
し
て
、
宮
城
県
歌
人
協
会
会
長
な

ど
を
務
め
た
ほ
か
、
宮
中
歌
会
始
陪

聴
者
や
毛
越
寺
曲
水
の
宴
の
指
導
な

ど
多
方
面
で
活
躍
。
歌
集
に
「
沙
魚
」

「
銀
鶏
の
日
々
」「
蔵
王
の
歌
」、
歌

書
に
「
前
田
夕
暮
の
書
簡
」
が
あ
る
。

１
９
２
６
年
、
塩
釜
市
生
ま
れ
。

　

渡
辺
名
誉
会
員
は
「
永
年
に
わ
た

り
宮
城
県
芸
術
協
会
副
理
事
長
等
を

務
め
、
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し

て
い
る
」
こ
と
が
評
価
さ
れ
た
。
宮

城
県
美
術
館
協
議
会
委
員
な
ど
も
歴

任
。
２
０
０
７
年
に
２
回
目
の
日
展

特
選
、
２
０
１
１
年
日
展
審
査
員
。

現
在
は
宮
城
教
育
大
学
名
誉
教
授
、

日
展
会
員
、
日
洋
会
理
事
（
東
北

支
部
長
）、
河
北
美
術
展
参
与
な
ど
。

１
９
３
３
年
、
相
馬
市
生
ま
れ
。

啄
木
の
元
日
な
ど

参
事　

牛
島 

富
美
二
（
文
芸
部
）

佐
久
間 

晟

名
誉
会
員

渡
辺 
雄
彦

名
誉
会
員

新春随想

文
化
庁
平
成
28
年
度
地
域
文
化
功
労
者
表
彰

佐
久
間
、
渡
辺
両
名
誉
会
員
が
受
賞
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本
年
度
の
第
２
回
部
長
会
議
が
12

月
２
日
、
第
３
回
部
長
会
議
が
１
月

20
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
た
。

　

第
２
回
会
議
で
は
「
第
53
回
芸
術

祭
に
つ
い
て
」「
各
部
事
業
の
点
検

に
つ
い
て
」な
ど
が
議
題
と
な
っ
た
。

　

芸
術
祭
関
係
で
は
、
来
年
度
へ
の

課
題
と
し
て
、
展
示
会
場
の
案
内
表

第
２・３
回
部
長
会
議

　
議
題
は
事
業
の
点
検
な
ど

示
の
改
善
、
広
報
活
動
の
強
化
、
展

示
会
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
等
の
工
夫
な

ど
が
各
部
か
ら
報
告
さ
れ
た
。

　

各
部
事
業
の
点
検
で
は
、
８
月
上

旬
の
各
部
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
も
と

に
各
部
へ
の
共
通
課
題
と
し
た
①
準

会
員
制
度
の
導
入
、
②
他
部
門
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
に
つ
い
て
話

し
合
わ
れ
、
①
に
つ
い
て
は
実
現
が

難
し
い
と
す
る
意
見
、
②
に
つ
い
て

は
肯
定
的
な
意
見
が
多
数
を
占
め
た
。

　

ま
た
会
議
で
は
、県
の
指
導
で「
謝

金
等
に
関
す
る
規
程
」
を
制
定
す
る

こ
と
に
な
っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、

そ
の
案
が
示
さ
れ
た
（
規
程
は
12
月

９
日
の
第
４
回
理
事
会
で
承
認
）。

　

第
３
回
会
議
の
議
題
は
「
平
成
29

年
度
予
算
に
つ
い
て
」
で
、
財
務
担

当
執
行
理
事
か
ら
各
部
に
対
し
、
来

年
度
予
算
案
を
２
月
20
日
ま
で
に
提

出
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

芸
術
祭
絵
画
展
受
賞
者
作
品
展

受
賞
作
と
新
作
セ
ッ
ト
で
展
示

　

第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
絵
画
展
受

賞
者
作
品
展
が
12
月
20
日
か
ら
25
日

ま
で
、
仙
台
市
青
葉
区
の
東
京
エ
レ

ク
ト
ロ
ン
ホ
ー
ル
宮
城
５
階
展
示
室

で
開
催
さ
れ
た
。
宮
城
県
文
化
振
興

財
団
と
の
共
催
。

　

会
場
に
は
第
53
回
芸
術
祭
絵
画
展

受
賞
者
28
名
（
会
員
18
名
・
公
募
10

名
）
の
受
賞
作
と
新
作
、各
自
２
点
、

計
56
点
の
作
品
を
展
示
。
会
期
内
の

来
場
者
は
６
４
８
名
と
な
っ
た
。

　

本
会
場
開
催
と
な
っ
て
３
年
。
そ

の
年
の
芸
術
祭
絵
画
展
を
代
表
す
る

作
家
の
秀
作
が
揃
う
作
品
展
と
し
て

毎
年
好
評
を
博
し
て
い
る
。
よ
り
多

く
の
県
民
に
鑑
賞
さ
れ
る
作
品
展
と

し
て
更
な
る
展
開
を
期
待
し
た
い
。

　

当
協
会
と
宮
城
県
文
化
振
興
財

団
、
宮
城
県
と
の
共
催
に
よ
る
第
３

回
定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
・
入
選
の
作
品
展
が
12
月
７
日
か

ら
13
日
ま
で
、
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

ホ
ー
ル
宮
城
５
階
展
示
室
で
開
催
さ

れ
た
。

　

本
年
も
定
禅
寺
通
り
で
行
わ
れ
る

祭
り
等
を
テ
ー
マ
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

風
景
や
人
物
の
写
真
が
寄
せ
ら
れ

た
。
10
月
31
日
の
応
募
締
め
切
り
ま

で
に
66
点
の
作
品
が
集
ま
り
、
そ
の

中
か
ら
34
点
（
入
賞
10
点
、
入
選
24

点
）
の
作
品
が
選
ば
れ
て
展
示
さ
れ

た
。
初
日
の
７
日
に
は
受
賞
者
の

表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
来
場
者
は

３
８
５
名
で
あ
っ
た
。

　

写
真
部
に
よ
る
写
真
セ
ミ
ナ
ー
は
、
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ

ア
テ
ー
ク
を
会
場
に
、
７
月
29
日
か
ら
12
月
８
日
ま
で
、

５
回
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
平
成
26
年
か
ら
の
実
施

で
、今
年
度
か
ら
新
た
に
芸
術
祭
事
業
に
組
み
込
ま
れ
た
。

　

人
材
育
成
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
写
真
の
基
礎
を
学

び
た
い
、
デ
ジ
タ
ル
写
真
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知
り
た
い
、
芸

術
写
真
を
学
び
た
い
、
写
真
展
に
挑
戦
し
た
い
、
な
ど
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
す
る
試
み
。
講
師
は
写
真
部

の
運
営
委
員
が
務
め
た
。

　

内
容
は
「
写
真
の
基
本
と
写
し
方
・
見
せ
方
」「
フ
ィ
ル

ム
と
デ
ジ
タ
ル
」「
デ
ジ
タ
ル
写
真
デ
ー
タ
応
用
編
、
レ

タ
ッ
チ
等
」「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
映
像
（
写
真
）
の
追
求
」

な
ど
。
か
な
り
専
門
性
の
高
い
内
容
も
含
ま
れ
る
が
、
毎

回
定
員
の
20
人
近
い
受
講
者
で
賑
わ
っ
た
。
延
べ
人
数
は

80
人
に
の
ぼ
り
、
た
い
へ
ん
好
評
だ
っ
た
。

　

宮
城
県
は
昨
年
、
平
成
28
年
度
か

ら
32
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る

「
第
２
期
宮
城
県
文
化
芸
術
振
興
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
た
。
宮
城
県
文

化
芸
術
振
興
条
例
に
基
づ
く
も
の

で
、
平
成
17
年
度
策
定
の
第
１
期
ビ

ジ
ョ
ン
に
次
ぐ
も
の
。
当
協
会
の
大

場
尚
文
理
事
長
も
県
文
化
芸
術
振
興

審
議
会
副
会
長
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
に
あ
た
っ
た
。

　

第
２
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
基
本
目

標
を
「
文
化
芸
術
の
力
で
創
造
す
る

み
や
ぎ
の
未
来
」、
施
策
展
開
の
基

本
方
針
を
「
文
化
芸
術
の
振
興
と
継

承
」「
あ
ら
ゆ
る
人
が
文
化
芸
術
を

創
造
・
発
表
・
享
受
で
き
る
環
境
づ

く
り
」「
文
化
芸
術
の
持
つ
力
の
活

用
」
と
し
た
。
重
点
取
組
と
し
て
は

「
文
化
芸
術
の
力
を
活
用
し
た
震
災

か
ら
の
心
の
復
興
」を
あ
げ
て
い
る
。

　

第
２
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
詳
細
内
容

は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、
芸
術
協
会
事
務
局

で
も
閲
覧
で
き
る
。

定
禅
寺
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

祭
の
写
真
な
ど
多
数
の
応
募

宮城県芸術協会賞を授与する佐々木光一執行理事

好調な写真セミナー
―延べ 80 人が受講―

県
が
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
策
定

重
点
取
組
は
「
震
災
か
ら
の
心
の
復
興
」
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そ
れ
ぞ
れ
の
期
待
を
胸
に
、
こ
の

旅
行
に
参
加
し
た
の
は
大
場
尚
文
理

事
長
ほ
か
十
三
名
。
十
一
月
九
日
午

後
二
時
、
仙
台
空
港
に
集
っ
た
。
そ

こ
に
書
道
部
の
池
田
僊
雲
執
行
理
事

が
、
早
朝
筆
を
執
っ
た
と
い
う
「
宮

城
県
芸
術
協
会
中
国
研
修
旅
行
」
の

横
断
幕
を
手
に
見
送
り
に
来
て
く
だ

さ
っ
た
。
墨
痕
淋
漓
、
漢
字
と
書
の

ご
本
家
中
国
の
旅
に
ふ
さ
わ
し
い
出

発
と
な
っ
た
。

　

中
国
国
際
航
空
機
は
、
三
時
間
余

で
夕
闇
の
上
海
に
着
陸
し
た
。
江
上

の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
後
、
専
用
バ

ス
で
ホ
テ
ル
へ
。
車
中
で
ア
メ
リ
カ

大
統
領
選
挙
の
結
果
が
伝
え
ら
れ
た
。

　

車
窓
か
ら
雑
技
団
も
ど
き
の
荷
台

満
載
の
バ
イ
ク
二
台
を
目
に
し
、
声

が
あ
が
る
。
夜
も
遅
い
の
に
路
上
は

ど
の
車
線
も
車
が
ひ
し
め
い
て
い

る
。
ク
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
激
し
い
。

◇
第
二
日
　
上
海
か
ら
烏
鎮

　

上
海
か
ら
バ
ス
で
二
時
間
余
、
烏

鎮
東
柵
見
学
。
中
国
江
南
地
方
の

水
郷
古
文
化
村
落

と
し
て
有
名
な
地

だ
。
こ
こ
は
古
い

中
国
を
残
し
て
い

た
。
古
民
家
・
黒

瓦
、
白
壁
、
石
畳
。

水
路
の
両
側
に
建

ち
並
ぶ
民
家
は
、

時
間
が
止
ま
っ
た

よ
う
な
感
じ
。
水

路
を
往
来
す
る
船

の
音
も
優
し
い
。

ホ
テ
ル
の
夕
食
後

は
古
鎮
散
策
に
出

る
。
宿
の
灯
が
ぽ

つ
ぽ
つ
と
あ
り
、

川
面
の
半
月
と
も
和
し
て
、
芭
蕉
の

奥
の
細
道
で
の
境
地
「
旅
心
定
ま
り

ぬ
」
の
思
い
し
き
り
で
あ
る
。

◇
第
三
日
　
烏
鎮
か
ら
紹
興･

杭
州

　

こ
の
日
の
第
一
見
学
地
魯
迅
記
念

館
前
は
、
小
学
生
を
は
じ
め
大
勢
の

見
学
者
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
地
続
き

の
魯
迅
古
居
は
、氏
の
名
作
「
故
郷
」

の
作
品
の
所
。
生
家
は
旧
家
と
言
わ

れ
た
だ
け
に
大
き
な
屋
敷
で
あ
る
。

ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ
う
に
巡
り
歩
い

た
。
魯
迅
と
仙
台
の
深
い
縁
を
考
え

る
と
、
一
層
感
慨
深
い
。

　

そ
の
後
に
訪
れ
た
蘭
亭
は
、
午
後

の
静
け
さ
の
中
に
あ
っ
た
。
書
聖
王

羲
之
の
直
筆
と
伝
え
ら
れ
る「
鵝
池
」

の
文
字
の
石
碑
が
立
つ
。
樹
木
と
清

流
が
、
こ
こ
は
異
国
だ
と
忘
れ
る
程

で
あ
る
。
六
和
塔
は
夕
闇
の
中
の
見

学
。
眼
下
に
銭
塘
江
を
見
る
。

◇
第
四
日
　
杭
州
か
ら
上
海

　

世
界
遺
産
の
西
湖
へ
。
芭
蕉
が
松

島
の
美
と
比
し
て
い
る
。
プ
ラ
タ
ナ

ス
の
落
ち
葉
も
彩
り
を
添
え
る
広
大

な
風
景
で
あ
る
。
そ
の
後
、
霊
隠
寺

参
詣
。
大
き
な
禅
寺
で
線
香
の
香
り

に
満
ち
て
い
る
。
上
海
へ
は
高
速
鉄

道
で
一
時
間
余
。
夕
食
後
、
上
海
外

灘
・
夜
景
の
見
物
。
林
立
す
る
ビ
ル

群
と
ネ
オ
ン
が
ま
ば
ゆ
い
。
旅
の
終

わ
り
の
夜
は
、熱
気
に
満
ち
て
い
た
。

◇
第
五
日
　
上
海
か
ら
仙
台

　

こ
の
日
も
晴
天
。
旅
は
土
地
と
風

光
と
人
と
の
出
会
い
と
言
わ
れ
る
が

す
べ
て
が
マ
ッ
チ
し
た
す
ば
ら
し
い

日
々
で
あ
っ
た
。
大
場
理
事
長
は
じ

め
和
気
藹
藹
。
水
を
巡
る
談
論
風
発

の
楽
し
い
時
間
を
共
有
で
き
た
。
関

係
者
の
献
身
的
な
サ
ポ
ー
ト
に
あ
ら

た
め
て
謝
意
を
述
べ
、ペ
ン
を
擱
く
。

　

芸
術
協
会

名
誉
会
員
で

あ
る
吉
住
小

と
わ
（
中
西

咲
子
）
先
生

（
邦
楽
部
・
長
唄
）
が
、
十
二
月
三

日
、
九
十
七
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
十
一
月
半
ば
ま
で
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
元
気
で
楽
し
く
通
っ

て
い
る
ご
様
子
で
し
た
が
、
胸
の
痛

み
の
た
め
二
週
間
入
院
な
さ
れ
、
静

か
に
旅
立
た
れ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
毎
年

開
催
さ
れ
る
長
唄
演
奏
会
に
九
十
歳

ま
で
出
演
さ
れ
、
ご
活
躍
い
た
だ
い

て
お
り
ま
し
た
。
平
成
十
七
年
に
国

外
と
の
芸
術
文
化
の
交
流
の
一
環
と

し
て
、
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
た
「
仙
台
・
大
邱
交
流
音
楽
会
」

の
運
営
、
平
成
二
十
五
年
に
音
楽
部

が
洋
楽
部
と
邦
楽
部
（
長
唄
・
三
曲
）

に
分
か
れ
た
際
の
ご
尽
力
な
ど
、
数

多
く
の
行
事
に
功
績
を
残
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
二
十
六
年
の
芸
術
協
会

五
十
周
年
記
念
式
典
で
は
協
会
か
ら

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
事
に
な
り
ま
す
が
、
先
生
と
ご

縁
を
深
く
さ
せ
て
頂
い
た
の
は
平
成

四
年
、
芸
の
未
熟
さ
を
感
じ
、
当
派

家
元
の
お
許
し
の
も
と
、
ご
指
導
頂

い
て
お
り
ま
し
た
。
流
派
の
違
う
唄

い
方
に
迷
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
唄
い
手
と
し
て
の
様
を
丁
寧
に

お
教
え
頂
き
ま
し
た
。
稽
古
部
屋
に

は
、
い
つ
も
四
季
が
織
り
な
す
一
輪

の
花
が
飾
ら
れ
、
細
や
か
な
気
配
り

で
お
迎
え
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し

た
。

　

あ
る
日
の
稽
古
場
の
ひ
と
と
き
、

江
戸
っ
子
で
あ
っ
た
師
が
、
一
度
だ

け
大
好
き
な
落
語
を
歯
切
れ
よ
く
演

じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
巧
み
な
か

く
し
芸
に
驚
き
、
明
る
く
人
を
も
て

な
す
お
心
に
接
し
感
銘
し
た
事
を
今

で
も
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
春
、
お
伺
い
さ
せ
て
頂
い

た
折
は
、
大
変
元
気
な
お
姿
で
「
物

事
に
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
で
す
よ
」

と
、
穏
か
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
芸

に
限
ら
ず
人
と
し
て
の
道
を
も
説
い

て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
芸

能
存
続
へ
の
思
い
は
深
く
、
今
後
の

長
唄
演
奏
会
の
あ
り
方
を
心
配
さ
れ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

し
な
や
か
な
が
ら
凛
々
し
く
、
芸

の
道
を
完
遂
さ
れ
た
お
姿
に
心
よ
り

敬
意
を
表
す
と
共
に
、
吉
住
小
と
わ

先
生
の
あ
り
し
日
を
偲
び
、
謹
ん
で

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

江南の旅～上海・烏鎮・紹興・杭州～

談論風発の旅
文芸部（川柳）　津田 公子

杭州市霊隠寺で池田執行理事の書を前に記念撮影

研
修
旅
行

吉
住
小
と
わ
先
生
を
偲
ぶ

邦
楽
部
（
長
唄
）　
杵
家 

弥
登
鈴
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第
37
回
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル

　

昨
年
は
一
年
間
、
人
気
グ
ル
ー
プ

Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
ス
マ
ッ
プ
）
の
解
散
騒

動
に
明
け
暮
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
紅
白
を
含
め
て
、
Ｓ
Ｍ
Ａ

Ｐ
の
い
な
い
年
末
は
何
か
忘
れ
も
の

で
も
し
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
っ

た
。
代
わ
り
に
、
聞
き
た
く
も
な
い

の
に
こ
れ
で
も
か
と
耳
に
入
っ
て
き

た
の
が
、
ピ
コ
太
郎
な
る
男
の
珍
妙

な
歌
？
こ
れ
も
芸
術
の
部
類
か
▼
今

年
は
平
成
で
三
度
目
の
ト
リ
年
。
昨

年
末
か
ら
衆
院
解
散
―
総
選
挙
の
可

能
性
が
浮
か
ん
で
は
消
え
て
き
た
が
、

ト
リ
年
の
わ
が
国
は
結
構
、
政
治
の

転
換
点
を
経
験
し
て
き
た
▼
佐
藤
内

閣
時
代
の
沖
縄
返
還
合
意
を
め
ぐ
る

解
散
・
総
選
挙
（
１
９
６
９
年
）、
自

民
党
の
野
党
転
落
と
55
年
体
制
の

崩
壊
（
１
９
９
３
年
）、
郵
政
解
散

（
２
０
０
５
年
）
な
ど
だ
▼
今
年
は

天
皇
陛
下
の
生
前
退
位
を
め
ぐ
る
論

議
、
衆
院
小
選
挙
区
の
区
割
り
変
更
、

東
京
都
議
選
な
ど
を
背
景
に
、
米
国

の
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
ス
タ
ー
ト
と
い

う
超
不
確
定
要
素
も
加
わ
っ
て
、
一

寸
先
は
ま
さ
に
見
通
せ
な
い
。
ど
ん

な
展
開
に
な
ろ
う
と
も
、
私
た
ち
は

芸
術
の
本
道
を
淡
々
と
、
堂
々
と
、

進
む
だ
け
だ
と
、
あ
ら
た
め
て
思
い

を
新
た
に
し
て
い
る
。�

（
恂
）

　

当
協
会
主
催
の
第
37
回
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
が
、
本
年
度
も
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台
（
青
年
文
化
セ

ン
タ
ー
）
で
開
催
さ
れ
る
。
宮
城
県

内
の
小
・
中
学
生
お
よ
び
昨
年
度
か

ら
拡
大
さ
れ
た
高
校
生
の
音
楽
的
資

質
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
で
、

期
日
は
予
選
が
２
月
11
日
（
土
・
祝
）

本
選
は
３
月
19
日
（
日
）。

　

審
査
員
は
予
選
を
当
協
会
洋
楽
部

会
員
、
本
選
を
審
査
員
長
青
柳
晋
氏

（
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
東
京
藝
術
大
学
准

教
授
）
と
洋
楽
部
会
員
が
担
当
す
る
。

予
選
、
本
選
の
審
査
を
経
て
、
初
級
・

中
級
・
上
級
の
級
ご
と
に
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
、
奨
励
賞
、
作
曲
者
賞
が
贈

ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
に
、
特
別
賞
と

し
て
宮
城
県
芸
術
協
会
賞
な
ど
の
表

彰
も
あ
る
。

　

ま
た
前
年
度
か
ら
、
副
賞
と
し
て

受
賞
者
の
う
ち
審
査
員
の
推
薦
に
よ

り
選
ば
れ
た
受
賞
者
は
『
受
賞
者
に

よ
る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
』（
９
月
17
日

開
催
予
定
）
に
出
演
で
き
る
こ
と
に

な
っ
た
。

　

申
し
込
み
は
1
月
7
日
に
締
め
切

ら
れ
、
応
募
者
は
１
１
６
人
だ
っ
た
。

　

当
協
会
と
カ
メ
イ
美
術
館
と
の
共

催
に
よ
る
絵
画
展
が
、
１
月
31
日

（
火
）
か
ら
３
月
12
日
（
日
）
ま
で
、

仙
台
市
青
葉
区
の
カ
メ
イ
美
術
館
で

開
か
れ
る
。
８
回
目
の
今
年
は
「
現

運
営
委
員
等
の
『
現
在
と
過
去
』
Ⅰ

期
」
が
テ
ー
マ
。　

　

今
回
は
、
当
協
会
絵
画
部
運
営
委

員
等
が
そ
れ
ぞ
れ
近
作
と
過
去
の
作

品
の
計
２
点
を
出
品
し
、
各
作
家
の

変
遷
を
辿
る
企
画
と
な
っ
て
い
る
。

２
月
18
日（
土
）に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
、３
月
４
日
（
土
）
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
も
開
催
す
る
。

　

平
成
28
年
度
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
は
、「
み
や
ぎ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
in
た
い
わ
」

と
し
て
、
２
月
19
日
（
日
）
に
大
和

町
の
ま
ほ
ろ
ば
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。

当
協
会
と
宮
城
県
文
化
振
興
財
団
、

大
和
町
、
同
町
教
育
委
員
会
、
大
和

町
文
化
振
興
協
会
と
の
共
催
。

　

今
回
も
、
当
協
会
会
員
と
地
元
の

中
学
校
吹
奏
楽
部
や
音
楽
団
体
と
の

共
演
が
企
画
さ
れ
、
地
域
と
の
連
携

と
交
流
が
図
ら
れ
る
。
司
会
進
行
・

指
揮
は
当
協
会
洋
楽
部
の
渡
部
勝
彦

執
行
理
事
が
担
当
す
る
。

日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

☆
第
80
回
河
北
美
術
展

4
月
27
日
～
5
月
9
日

藤
崎
本
館
７
階
催
事
場
他

☆
２
０
１
７
み
や
ぎ
を
魅
せ
る
書
展

4
月
28
日
～
5
月
3
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
第
41
回
新
芸
術
展

▽
文
部
科
学
大
臣
賞
・
理
事
推
挙
＝
菊

地
禮
蔵
▽
奨
励
賞
・
マ
ツ
ダ
賞
・
評
議

員
推
挙
＝
山
並
進

◇
第
14
回
日
本
写
真
作
家
協
会
公
募
展

▽
仙
台
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞
＝
鎌

田
利
明
▽
入
選
＝
八
巻
純
子

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

宮
城
の
現
代
詩
２
０
１
６
（
宮
城
県
詩

人
会
）、
現
代
詩
文
庫
234
原
田
勇
男
詩

集
（
原
田
勇
男
）、
み
ち
し
お
（
紺
野

勝
司
）、
し
た
た
る
瞬
間
を
（
及
川
良

子
）、
本
郷
浩
写
真
集
荒
浜
（
本
郷
浩
）

謹
　
弔

茶
道
部
（
三
彩
流
）�

佐
藤
恵
華 

殿

4
月
15
日

茶
道
部
（
織
田
流
）�

大
沢
南
佳 

殿

11
月
7
日

邦
楽
部
（
長
唄
）�

吉
住
小
と
わ 

殿

12
月
3
日

茶
道
部
（
表
千
家
）�

仙
石
宗
与 

殿

12
月
21
日

賛
助
会
員�

後
藤
泰
蔵 

殿

12
月
27
日

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

12
・
2　

第
２
回
部
長
会
議

○
第
53
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

　
（
宮
城
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
）

○
各
部
事
業
の
点
検
に
つ
い
て

○
謝
金
等
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て

12
・
9　

第
４
回
理
事
会

○�

平
成
29
年
度
予
算
の
編
成
方
針
に
つ

い
て

○
謝
金
等
に
関
す
る
規
程
に
つ
い
て

○
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
美
里
町
「
河
北
展
」

12
月
3
日
～
11
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
3
回
日
本
画
・
緑
彩
会
展

12
月
6
日
～
11
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
第
76
回
春
の
い
け
ば
な
展

2
月
4
日
～
7
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
７
回
青
画
会
日
本
画
展

２
月
28
日
～
３
月
５
日

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆�

第
70
回
記
念
書
道
芸
術
院
展
役
員
移

動
展
及
び
東
北
総
局
展

3
月
24
日
～
29
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆�

第
12
回A

LL�N
IPPO

N
�D
.A
.T
.E.

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
コ
ン
ペ
テ
ィ

シ
ョ
ンM

IY
A
GI

3
月
30
日
～
4
月
1
日

カ
メ
イ
美
術
館
共
催
絵
画
展

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６

応
募
者
は
１
１
６
人


